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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、TEA/ATTSドメインファミリーに属する普遍的な転写エンハンサー因子をコードしています。このタンパク質は、様々な遺伝子の転写活性化を誘導し、胎盤細胞においては転写抑制因子としても機能します。この遺伝子の変異は、スヴェインソン網脈絡膜萎縮症を引き起こします。追加の転写バリアントが報告されていますが、それらの全長の性質は実験的に検証されていません。[RefSeq提供、2010年5月]、疾患：TEAD1の欠陥は、スヴェインソン網脈絡膜萎縮症（SCRA）[MIM:108985]の原因です。SCRAは、円形萎縮症（AA）または螺旋状乳頭周囲網脈絡膜変性症（HPCD）としても知られています。 SCRAは、視神経乳頭から網膜および脈絡膜に放射状に広がる対称性の病変を特徴とする。,機能：SPHおよびGT-IICの「エンハンサー」（5'-GTGGAATGT-3'）に特異的かつ協調的に結合し、生体内で細胞特異的に転写を活性化する。この活性化機能は、細胞特異的転写中間因子（TIF）を介した制限的な活性化機構であると考えられる。心臓発生に関与する。M-CATモチーフに結合する。,類似性：TEA DNA結合ドメインを1つ含む。,組織特異性：骨格筋で優先的に発現する。膵臓、胎盤、心臓では低濃度で発現する。,
	研究分野
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	パラフィン包埋ヒト小腸間質腫瘍の免疫組織化学分析。1、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。2、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

